
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１． ダイヤ改正の主な内容 

・常磐線 特急列車の運転区間見直しによる利便性向上 

・常磐線 土浦駅～水戸駅間の一部、いわき駅～原ノ町駅間の中編成ワンマン運転開始 

（編成両数見直し） 

・常磐線 一部列車の編成両数増強 

・常磐線 土浦駅、いわき駅での接続改善 

・常磐線 一部列車の終電時刻繰り上げ 

・水郡線 一部列車の輸送力適正化（編成両数見直し） 

・水郡線 一部列車の運転区間見直し 

・水郡線 一部列車の初列車時刻繰り上げ 

 

２． 業務執行体制の見直し及び箇所体制について 

・ダイヤ改正に合わせて、乗務行路を見直す。 
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土浦運輸区 管理 ６ ２   ８ ６ ２   ８  

一般 １０  １４ ３２ ５６ １０  １０ ３２ ５２  

水戸運輸区 管理 ７ ２   ９ ７ ２   ９  

一般 １３  １０ １５ ３８ １３  ７ １３ ３３ 乗務員（日勤）のうち、１は土休日カット 

勝田運輸区 管理 ６ ２   ８ ６ ２   ８  

一般 １０  １６ ３５ ６１ １０  １２ ３８ ６０  

いわき統括センター 管理 １０ ４   １４ １０ ４   １４  

一般 １４ ６ １１ １５ ４６ １４ ６ ９ １５ ４４  

原ノ町統括センター 管理 ５ ２   ７ ５ ２   ７  

一般 ６ １ ９ １３ ２９ ６ １ ８ １０ ２５  

水郡線統括センター 管理 ９ ２   １１ ９ ２   １１  

一般 １８ １ １１ ６ ３６ １８ １ １２ ６ ３７ 乗務員（日勤）のうち、４は土休日カット 

※業務の繫閑等に応じて１日当りの出面数（作業ダイヤ数）を柔軟に設定する。 

※上長の指示で管理者が一般社員の業務を行うことや一般社員が管理者の業務を行う場合がある。 

 

３． 実施時期 

２０２３年３月１６日（土）JRグループ改正 

 

４． その他 

・必要な教育および訓練を実施する。 

・列車設定キロの現改比較 旅客列車△７０．６㎞ 貨物列車△２８．８㎞ 

・車両配置 電車１５両使用減（E６５７系１編成、E５０１系５両１編成） 

        客車・貨車８両配置減（ホキ８両廃車） 

・保守間合い 常磐線、水戸線、水郡線で△５分～４分の変更 

 

 

 

JR 東労組 水戸地方本部 

発行責任者 村 田 祐 一 

編      集 情宣部担当 

2023.12.19 

 
 

 
No.15 

JR東労組水戸 


